











































































(太田喜二郎),記念館(河 井寛次郎)山荘(大 河内伝次郎)で ある。なお固有名の住まい
の中で特に型やぶりのものは湯川秀樹が自ら命名したという 「静 処」であろう。
こうした住まいのよび名で,気 になることは,「旧邸」と 「遺邸」の区別である。双方を
一括して,旧邸でもいいし遺邸でもいいのではと愚考するが,そ のあたりの区別を著者はど
う考えているのだろうか。どうやら主人公の死後,年 月の経過の著しいものを旧邸 と呼んだ
かのようにも思われる。一方遺邸という名称 は,ここで最もひんぱんに使われているが,こ
れも考えようで,故人の住んだことのある家なら,ことごとく遺邸 と呼んでいい理屈だと思
うが,それでは何か大切なものが欠落する感じもする。終のすみかとなった家が遺邸 と呼ぶ
に最もふさわしいと思われるが,考えようによっては主人公が何 らかの意味でふかく関わり
合いを持ったり,心を残したりしたすまい空間のたぐいは,た とえそれが旧居であろうと寓
居であろうと,遺邸と呼んでいいのではなかろうか。
これら住 まいの中には偉大な主人公たちの仕事場を兼ねたものがかなり多い。会議室から
研究室,書斎,ア トリエ,工房などといったものだが,そ うした空間は何らかの意味で一っ
のメモリアルホールという象徴的な性格を持つものとして貴重な文化財的存在であろう。そ
れらの多くは,遺族はもとより,たとえ住み手が変わった場合ですらも,今なおてい重な保
護,保 全の手が加えられていたり,将来記念館にする計画があったり,中には河合寛次郎邸
のように既に記念館になっているものもあるといった風で,さすがは京都だけのことはある
と思った。それにつけても,「京が残す」とはよくぞいったものである。「京に残る」ではな
く,「京都が残した」のであって,この本邦随一の文化的風土ならではのことと思われる。
「このシリーズは建築的に優れている,またユニークな建物を対象にしたのではない(もっ
とも結果的にはそういうことになったが)。あくまでそこに住んだ 〈先賢〉の息吹をたずね
たのである」 と著者は 「あとがき」で書いている。だが見渡したところ,これらの邸宅は建
築的にはそれ程優れてもいないしユニークともいえない。そのほとんどのものはアノニマス
でヴァナキュラーな 「京の町家」の範ちゅうに属するものといって過言ではなかろう。だが
それでこそ 「京が残す」先賢の住まいにふさわしいものといえるのではないか。こんなとこ
ろで遺邸たちに,めいめいきわ立った独創性の競演をやられたのでは,「先賢の息吹」も何
もあったものではあるまい。というよりは,おそらくそんな住まいには住みたくないという
ような人が 〈先賢〉の過半数を占めていたのではないか。
本書の全体をとおして,私がややもの足 りなく思うことは,一般にこうした遺邸の中での,
或いは遺邸 とのからみ合いにおける,先賢たちのナマの生きざまや心情などがいまいち伝わっ
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て来ないことである。だが,こ の手のシリーズにそこまで求めるのは,や はり無理というも
ので,小紙面の中で,人 と住まいとの板バサミになり,あっちが立てばこっちが立たずといっ
た苦しさがたえず著者につきまとったことと思うが,と もかくその苦しさをのりこえてここ
までまとめ上げられた努力は容易なことではなかったろう。これまでちょっと類例のない,
ユニークで読物 としても結構楽しめる好著として是非一読をおすすめしたい。
おわりに一言希望を申し上げるならば,折角150あまりもの対象をリス トアップされたと
いうからには,このままで終わってしまうのは何としても惜しい気がする。何 とか残 りの旧
邸,遺邸についても,このシリーズの続きを実現してほしいものである。
(向井正也)
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